
令和 4 年 4 月号 

 

分
苑
長 

 
 
 
 
 

弥
生 

月
次
祭
挨
拶 

サ
ル
ー
ト
ン 

皆
様
こ
ん
に
ち
は 

弥
生
月
次
祭
に
参
拝
し
て
頂
き

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

二
月
二
十
七
日
に
は
二
班
に
分

か
れ
て
可
児
市
に
五
名
で
草
苅
と

松
の
剪
定
、
海
津
市
に
八
名
で
最

後
の
ガ
レ
キ
コ
ン
ク
リ
ー
ト
パ
ネ

ル
（
一
枚
四
十
キ
ロ
）
七
十
枚
の

撤
去
と
、
お
松
の
苗
木
を
二
十
本

植
樹
い
た
し
ま
し
た
。 

月
始
祭
翌
日
の
三
月
六
日
（
日

曜
日
）
に
は
特
派
宣
伝
使
・
東
海

教
区
の
機
関
長
七
名
・
本
部
総
代
・

東
海
教
区
総
代
・
本
部
審
査
審
事

と
本
来
十
二
名
の
と
こ
ろ
三
浦
様

が
欠
席
に
な
ら
れ
十
一
名
が
名
古

屋
分
苑
に
ご
来
苑
さ
れ
ま
し
た
。 

各
機
関
の
現
状
で
は
、
三
河
本

苑
は
十
月
十
六
日
に
教
主
様
ご
臨

席
で
完
成
報
告
祭
を
執
行
さ
れ
ま

す
、
参
拝
者
の
受
け
入
れ
人
数
は

五
月
に
決
定
予
定
。 

松
香
分
苑
は
デ
ジ
タ
ル
化
で
遠

方
の
信
者
さ
ん
に
配
信
と
分
苑
の

法
人
化
を
進
め
て
い
る
。 

静
岡
分
苑
は
コ
ノ
ハ
ナ
ザ
ク
ラ

を
植
樹
し
手
入
れ
に
励
み
、
富
士

山
を
バ
ッ
ク
に
コ
ノ
ハ
ナ
ザ
ク
ラ

を
愛
で
る
お
茶
会
の
開
催
を
心
待

ち
に
し
て
い
る
。 

岐
阜
主
会
は
神
の
家
建
設
の
た

め
募
金
を
開
始
し
た
、
大
本
祭
式

を
他
の
宗
教
に
も
広
げ
て
実
施
し

て
い
る
。 

長
野
主
会
は
十
月
の
皆
神
山
秋

季
大
祭
は
来
ら
れ
る
方
に
は
来
て

頂
く
、
二
年
後
の
皆
神
山
記
念
祭

典
は
、
東
海
地
区
の
方
々
を
お
呼

び
し
て
盛
大
に
実
施
し
た
い
。 

三
重
主
会
は
今
年
三
月
二
十
七

日
お
香
良
洲
神
社
百
十
年
に
教
主

様
ご
臨
席
で
本
部
関
係
者
と
三
重

主
会
併
せ
て
二
十
一
名
で
行
う
、

十
年
後
の
お
香
良
洲
神
社
記
念
祭

典
は
東
海
教
区
合
同
で
実
施
し
た

い
、
祭
式
講
習
な
ど
主
会
で
集
ま

る
場
所
が
な
い
の
で
名
古
屋
分
苑

と
合
同
で
実
施
し
て
い
る
説
明
を

受
け
ま
し
た
。 

名
古
屋
分
苑
は
お
松
を
自
前
調

達
し
て
い
る
、
東
海
教
区
合
同
で

祭
式
講
習
、
教
本
講
習
会
、
み
手

代
下
附
認
定
授
与
式
を
実
施
し
て

い
る
。
四
月
、
十
月
の
綾
部
草
苅

に
は
合
同
で
実
施
し
た
い
の
で
教

区
に
声
か
け
を
行
っ
て
い
る
と
現

状
の
取
り
組
み
の
説
明
を
い
た
し

ま
し
た
。 

今
年
の
宣
伝
使
の
推
薦
は
三
名

の
方
か
ら
推
薦
状
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
今
日
、
役
員
の
承
認
を
得

て
本
部
に
提
出
い
た
し
ま
す
。 

今
月
予
定
し
て
い
た
宣
伝
使
・

宣
伝
使
養
成
研
修
会
に
つ
き
ま
し

て
は
私
の
個
人
的
な
都
合
と
準
備

不
足
も
あ
り
中
止
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。 

直
会
が
終
わ
り
ま
し
た
ら
機
関

長
会
議
を
開
催
い
た
し
ま
す
の
で 

宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

四
月
か
ら
は
行
事
を
再
開
し
て

月
始
祭
後
に
は
妹
尾
特
任
に
講
話

の
お
願
い
を
し
て
「
腸
内
環
境
と

地
球
環
境
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
お

話
を
聞
か
せ
て
頂
き
ま
す
。 

春
の
大
祭
に
つ
き
ま
し
て
は
四

月
十
六
日
に
大
祭
前
準
備
と
掃
除

を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
翌
十
七

日
の
大
祭
に
は
愛
善
み
ず
ほ
会
理

事
の
西
島
里
司
様
を
お
迎
え
し
て

祭
典
の
講
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
大
祭
時
の
直
会
に
つ
き
ま
し

て
は
六
十
食
の
み
で
す
が
貴
重
な

物
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
万
一
不

足
し
ま
し
た
ら
コ
ン
ビ
ニ
弁
当
で

辛
抱
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

当
日
は
十
三
時
よ
り
オ
ン
ラ
イ

ン
で
春
の
全
国
主
会
長
会
議
が
あ

り
ま
す
の
で
私
は
恒
例
の
反
省
会

に
は
ご
無
礼
を
い
た
し
ま
す
。 

本
格
的
に
四
月
か
ら
は
献
労
も

始
ま
り
ま
す
。
四
月
三
日
に
は
海

津
市
の
草
苅
、
二
十
三
・
二
十
四

日
は
綾
部
の
草
苅
を
行
い
ま
す
。 

各
献
労
に
つ
き
ま
し
て
は
ご
参
加

を
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

愛
知
県
に
つ
き
ま
し
て
は
明
日

二
十
一
日
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
ま
ん
延
防
止
措
置
が
解
除
さ

れ
ま
す
が
、
感
染
者
は
ゼ
ロ
で
は

な
く
四
桁
の
感
染
者
が
発
症
し
て

い
ま
す
の
で
各
一
人
一
人
が
免
疫

力
を
つ
け
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま

す
。 

分
苑
は
ま
こ
と
の
神
様
を
拝
ま

し
て
頂
く
神
聖
な
場
所
で
す
。
お

互
い
が
気
持
ち
よ
く
挨
拶
を
し
て

楽
し
い
時
間
に
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
コ
ー
ラ
ン
ダ
ン
コ
ン 

本
日
の
参
拝
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

行
事
報
告 

●
月
始
祭 

三
月
五
日
（
土
） 

参
拝
者 

二
十
二
名 

 

斎
主 

 

見
田
す
み
子 

祭
員 

 

森 

テ
ル
子 

祭
員 

 

佐
古 

美
鈴 

進
行 

 

井
藤
ま
ち
子 

今
月
は
「
お
雛
様
の
月
」

に
因
ん
で
女
性
の
祭
官
・
進

行
で
執
行
さ
れ
ま
し
た
。 

大本 

名古屋分苑 

分
苑
た
よ
り 

 
 な

ご
み 

 

し
ん
さ
し
ん
じ 

め 

に
し
じ
ま
さ
と
し 



令和 4 年 4 月号 

 
●
東
海
教
区 

本
部
役
員･

総
代･

機
関
長 

打
ち
合
わ
せ 

三
月
六
日
（
日
）
十
一
時

～

十

四

時

半

ま

で

名

古

屋

分

苑

を

会

場

に

開

催

さ

れ

た
。
参
加
者
十
一
名
。 

各
機
関
か
ら
の
活
動
報
告

の
後
、
教
区
で
の
連
携
に
つ

い
て
話
し
合
い
、
機
関
長
の

連
携
に
加
え
て
誠
心
会
、
直

心
会
、
青
松
会
、
青
年
部
の

リ
ー
ダ
ー
の
連
携
を
深
め
、

教

区

合

同

の

活

動

開

催

を

主

体

的

に

計

画

推

進

す

る

こ
と
が
提
案
さ
れ
た
。 

今
後
、
活
動
単
位
（
例
え

ば
教
本
、
祭
式
、
奉
仕
活
動

等
）
ご
と
に
教
区
の
ま
と
め

役

と

各

機

関

の

リ

ー

ダ

ー

を
決
め
て
い
く
。 

●
月
次
祭 

尾
張
戸
神
社 

遥
拝
祭 

三
月
二
十
日
（
日
） 

参
拝
者 

三
十
名 

斎
主 

 

近
藤 

哲
史 

祭
員 

 

堀 

健
太
郎 

祭
員 

 

妹
尾 

正
治 

祭
員 

 

影
近 

博
己 

祭
員 

 

日
比 

達
朗 

祭
員 
 

畠
山 

茂 

典
礼 

 

小
林 

清
人 

裏
方 

 

青
山 

将
士 

伶
人 

 

飯
田 

直
美 

伶
人 

 

長
谷
川
美
枝 

伶
人 

 

佐
古 

美
鈴 

進
行 

 

天
野 

静
子 

言
葉
の
力 

 
 

号
外 

 
 
 
 

 

特
任
宣
伝
使 

妹
尾 

正
治 

 

今
朝
の
新
聞
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
民
間
人
四
百
人
が
避
難
し
て
い
た
学
校
が

空
爆
さ
れ
多
く
の
人
が
が
れ
き
に
埋
ま
っ
て
い
る
と
大
き
く
掲
載
さ
れ
て
い

る
。 

ど
れ
ほ
ど
悲
惨
な
光
景
で
あ
ろ
う
か
と
思
っ
た
時
、
坪
井
直
（
故
人
）
さ
ん
の

言
葉
と
映
像
が
浮
か
ん
で
き
た
。 

七
十
六
年
前
、
広
島
に
原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ
た
時
、
坪
井
さ
ん
は
爆
心
地

か
ら
一
、
二
キ
ロ
の
地
点
で
被
爆
し
た
、
二
人
に
一
人
が
亡
く
な
っ
た
場
所

で
あ
る
。 

大
や
け
ど
を
負
い
な
が
ら
、
か
ろ
う
じ
て
助
か
っ
た
坪
井
さ
ん
は
教
員
、
校

長
を
務
め
て
定
年
退
職
し
、
広
島
県
被
団
協
の
理
事
長
と
し
て
「
核
の
廃
止
、

世
界
平
和
」
を
国
内
外
に
訴
え
続
け
た
。 

八
年
前
の
五
月
に
オ
バ
マ
大
統
領
が
広
島
を
訪
れ
、
平
和
記
念
公
園
の
慰
霊

碑
に
献
花
し
ま
し
た
、
そ
の
時
、
坪
井
さ
ん
は
大
統
領
と
面
談
し
、
謝
罪
は
求

め
ず
「
共
に
世
界
平
和
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
と
」
語
り
、
肩
を
抱
き
合
い
ま
し

た
。 

原
爆
を
恨
み
続
け
て
い
た
坪
井
さ
ん
は
、
原
爆
を
投
下
し
た
戦
闘
機
が
ア
メ

リ
カ
で
展
示
さ
れ
た
と
聞
き
、
撤
回
を
求
め
て
現
地
に
向
か
い
ま
し
た
。 

戦
闘
機
を
眺
め
て
い
る
と
、
一
人
の
ア
メ
リ
カ
人
が
『
私
の
父
は
真
珠
湾
攻

撃
で
死
に
ま
し
た
』
と
語
り
か
け
て
き
ま
し
た
。 

そ
の
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
を
境
に
、「
誰
が
悪
い
、
こ
れ
が
い
け
な
い
と
憎
し

み
が
有
る
限
り
平
和
は
来
な
い
」
と
気
持
ち
を
切
り
替
え
世
界
平
和
の
実
現

を
訴
え
続
け
ま
し
た
。 

▼
哲
学
者
の
梅
原
猛
が
聖
徳
太
子
の
十
七
条
憲
法
を
基
に
こ
う
伝
え
て
い
ま

す
。 

《
和
あ
れ
ば
論
あ
り 

論
あ
れ
ば
理
あ
り 

理
あ
れ
ば
利
あ
り
》「
み
ん
な
仲

良
く
や
れ
ば
い
い
会
話
が
生
ま
れ
る 

い
い
会
話
が
生
ま
れ
れ
ば
い
い
議
論

が
で
き
る 

い
い
議
論
が
で
き
れ
ば
い
い
知
恵
が
湧
く 

い
い
知
恵
が
湧
け

ば
み
ん
な
に
い
い
こ
と
が
あ
る
」
と
い
う
意
味
で
す
。 

ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
い
い
こ
と
が
一
日
も
早
く
訪
れ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。 

 

行事予定 

4月 17日（日） 

春季大祭 

春季祖霊合同慰霊祭   

午前 10時より 

4月 23日・24日（土・日） 

 誠心会 綾部献労奉仕 

5月 5日（水） 

みろく大祭 遥拝祭  

午前 10時 30分より 

5月 7日（土） 

 月始祭 

     午後 1時 30分より 

 


